
祝
毛
馬
内
の
盆
踊

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

　
「
毛
馬
内
の
盆
踊
」
を
含
む
「

　
「
毛
馬
内
の
盆
踊
」
を
含
む
「
風風ふ

り
ゅ
う
お
ど
り

ふ
り
ゅ
う
お
ど
り

流
踊
流
踊
」」

が
令
和

が
令
和
44
年年
1111
月月
3030
日
、
ユ
ネ
ス
コ
の
政

日
、
ユ
ネ
ス
コ
の
政

府
間
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
ユ

府
間
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
伝
統
的

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
伝
統
的

な
音
楽
・
舞
踊
、
工
芸
技
術
な
ど
無
形
の

な
音
楽
・
舞
踊
、
工
芸
技
術
な
ど
無
形
の

文
化
を
保
護
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

文
化
を
保
護
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
」
に
基
づ

た
「
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
」
に
基
づ

き
、
人
類
共
通
の
遺
産
と
し
て
、
令
和

き
、
人
類
共
通
の
遺
産
と
し
て
、
令
和
44

年年
1010
月
現
在
、
世
界
全
体
で
５
３
０
件
、

月
現
在
、
世
界
全
体
で
５
３
０
件
、

日
本
で
は

日
本
で
は
2222
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成

　
本
市
で
は
、
平
成
2121
年
の
「
大
日
堂
舞

年
の
「
大
日
堂
舞

楽
」、平
成

楽
」、平
成
2828
年
の「
花
輪
祭
の
屋
台
行
事
」

年
の「
花
輪
祭
の
屋
台
行
事
」

（
山
・

（
山
・
鉾鉾ほ

こ
ほ
こ

・
屋
台
行
事
）
に
次
い
で

・
屋
台
行
事
）
に
次
い
で
33
件件

目
の
登
録
に
な
り
ま
す
。

目
の
登
録
に
な
り
ま
す
。

風
流
踊
と
は

　
盆
踊
り
や
太
鼓
踊
り
な
ど
、
各
地
の
歴

史
と
風
土
を
反
映
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
で
す
。
華

や
か
な
、人
目
を
惹
く
、と
い
う
「
風
流
」

の
精
神
を
体
現
し
、
衣
装
や
持
ち
も
の
に

趣
向
を
凝
ら
し
、
笛
、
太
鼓
、
鉦か

ね
な
ど
で

囃
し
立
て
、賑
や
か
に
踊
る
こ
と
に
よ
り
、

災
厄
を
祓
い
、
安あ

ん
ね
い寧

な
暮
ら
し
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
「
風
流
踊
」
は
、
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
41
件
の
行
事
で

構
成
さ
れ
、
東
北
地
方
で
は
、
毛
馬
内
の

盆
踊
の
ほ
か
、
西
馬
音
内
の
盆
踊
（
秋
田

県
羽
後
町
）、
永
井
の
大
念
仏
剣
舞
（
岩

手
県
盛
岡
市
）、鬼
剣
舞（
岩
手
県
北
上
市・

奥
州
市
）
の
４
件
が
含
ま
れ
ま
す
。

毛
馬
内
盆
踊
振
興
会
・
保
存
会
会
長

馬
渕 

大
三
氏

　
長
年
に
わ
た
り
、
庶
民
が
創
り
上
げ
て

き
た
「
風
流
踊
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
ひ
と

え
に
先
人
の
努
力
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
本
当
に「
感
謝
」の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　
毛
馬
内
と
言
え
ば
、「
盆
踊
り
」。
こ
の

登
録
を
一
つ
の
節
目
と
考
え
、
今
後
も
踊

り
や
大
太
鼓
、
横
笛
、
甚
句
唄
な
ど
の
伝

承
に
力
を
入
れ
、
毛
馬
内
地
区
町
内
会
の

さ
ら
な
る
団
結
に
よ
り「
毛
馬
内
の
盆
踊
」

の
運
営
体
制
を
強
化
し
、
保
存
・
継
承
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

毛
馬
内
の
盆
踊

毛
馬
内
の
盆
踊

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定

　

毛
馬
内
の
盆
踊

　

十
和
田
毛
馬
内
地
区
に
伝
承
さ
れ
る
盆

　

十
和
田
毛
馬
内
地
区
に
伝
承
さ
れ
る
盆

踊
り
で
、
毎
年

踊
り
で
、
毎
年
88
月月
2121
日
か
ら

日
か
ら
2323
日
に
か

日
に
か

け
て
毛
馬
内
こ
も
せ
通
り

け
て
毛
馬
内
こ
も
せ
通
り((

本
町
通
り

本
町
通
り))

で
、
で
、
篝篝か

が
り
び

か
が
り
び火火

を
囲
み
常
に
輪
の
内
側
を
向
い

を
囲
み
常
に
輪
の
内
側
を
向
い

て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
振
り
で
踊
ら
れ
ま
す
。

て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
振
り
で
踊
ら
れ
ま
す
。

　
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江

　
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江

戸
期
、
文
化
・
文
政
年
間
（
１
８
０
４
～

戸
期
、
文
化
・
文
政
年
間
（
１
８
０
４
～

１
８
３
０
年

１
８
３
０
年))

に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

るる
菅菅す

が
え

す
が
え江江

真
澄
の
『

真
澄
の
『
鄙鄙ひ

な
の
ひ
と
ふ
し

ひ
な
の
ひ
と
ふ
し

廼
一
曲

廼
一
曲
』
に
は
「
盆

』
に
は
「
盆

踊
大
の
坂
ふ
し
」
の
記
事
が
確
認
で
き
る

踊
大
の
坂
ふ
し
」
の
記
事
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
に
は

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
に
は

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
情
緒
豊
か
で
、
今
日
の
姿
に
至
る
ま
で

　
情
緒
豊
か
で
、
今
日
の
姿
に
至
る
ま
で

の
変
遷
過
程
を
示
す
貴
重
で
か
つ
地
域
的

の
変
遷
過
程
を
示
す
貴
重
で
か
つ
地
域
的

特
色
が
顕
著
な
盆
踊
り
と
し
て
、
平
成

特
色
が
顕
著
な
盆
踊
り
と
し
て
、
平
成
1010

年年
1212
月月
1616
日
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問問 

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課  

文
化
財
振
興
班

文
化
財
振
興
班

  　
☎
　
☎
3030
‐
０
２
９
４

‐
０
２
９
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